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	 分裂酵母では減数分裂前期にテロメアが酵母の中心体である Spindle Pole Body (SPB)に集合し、相同
染色体の対合を促進するが、このとき SPB に局在していたセントロメアが SPB から離れ、減数分裂型
のキネトコア形成が起こる。我々はテロメア集合が阻害されるとセントロメアの SPBからの脱離も阻害
され、さらにテロメアあるいはセントロメアと SPBの結合がスピンドル形成や接合時における核融合に
重要であり、テロメア集合欠損によるセントロメアの脱離抑制がスピンドル形成と核融合を保証する機

構であることを見いだしている。テロメア集合欠損時のスピンドル形成異常が減数分裂期の核運動に起

因することが示唆されていたが、我々は核運動が起こらないダイニン欠損細細胞の解析や一倍体の細胞

に核融合を経ずに減数分裂を誘導することにより、スピンドル形成異常は核運動に起因せず、接合時の

核融合に起因する可能性を見出した。そして核融合において、SPB とセントロメアあるいはテロメアと
の相互作用に依存しない、ダイニンモーターに依存した核融合機構が存在することを見出した。 
	 また、体細胞分裂では姉妹染色分体と紡錘体の同一極との結合は結合修正機構によって解消されるが、

減数分裂ではキアズマが姉妹染色分体と両極との結合が解消されるように修正様式を変化させることを

見出している。さらに相関関数を用いてキアズマが紡錘体の両極間における相同染色体の同調的な往復

運動を生み出すことを見出した。このことからキアズマによる同調的な往復運動が結合修正様式の変化

に関与する可能性が考えられた。 
	 減数分裂期に姉妹染色分体のキネトコアは融合するが、これまで微小管形成を阻害して体細胞分裂お

よび減数分裂の細胞を分裂期に同調し、キネトコアを可視化し、この融合状態を評価する方法を開発し

てきた。この方法をさらに発展させ、キネトコアシグナルの数だけでなく、キネトコアの形状の違いか

らキネトコア融合を評価できる可能性を見出した。さらに、減数分裂期では体細胞分裂と異なりセント

ロメアのコア部分が結合するとともに、このコア結合に減数分裂型のコヒーシン Rec8や DNA複製制御
因子であるMrc1が関わり、コア結合がキネトコア融合に必要であることを見出した。 
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